
 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 ５ 年 ３ 月 ３ 日 

国土交通大学校建設部 

土砂災害防止対策[警戒避難等]研修の研修員を募集します！ 
 【集合研修】 

～土砂災害防止に関する総合的なソフト対策を学べます～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

問い合わせ先 

国土交通大学校 建設部 

主任教官 加藤 勉 

直通 : 042-321-0645 

Mail : col-kensetsu@gxb.mlit.go.jp 

■研修内容 
①土砂災害防止法における法の適用、基礎調査から警戒区域等

の指定・警戒避難体制の適用までの一連の知識を体系的に修

得すると共に、課題研究を実施して問題解決能力・企画立案

能力の向上を図ります。 

②土砂災害特別警戒区域の指定及び警戒区域等指定における

住民との合意形成に関する取組みや警戒避難体制の整備に関

する管理・運用を修得します。 

■対象者（定員 25名） 
 国土交通省、内閣府沖縄総合事務局、都道府県、政令指定都

市、特別区、市町村の職員で、土砂災害防止対策に関する業務

を担当する係長又はこれと同等の職にある職員を対象。 

■研修期間・研修方式・経費 
 期間：令和５年５月１５日(月)～１９日(金) ５日間 

 研修方式：集合研修 

 場所：国土交通大学校 小平本校 

    〒187-8520 東京都小平市喜平町 2-2-1 

 経費：食費 1,550円/日、寮費 1,250円/日 

テキスト代 約 12,000円 

（いずれも税込）    

■募集期間 
 令和５年４月６日(木)まで 

この研修では、土砂災害防止対策に関する業務を担う国・自治体の職員を対

象に、土砂災害防止法の意義、基礎調査から警戒区域等の設定手法、警戒避難

体制の適用までの一連の知識を体系的に学ぶことができます。       

また、共同学習としての課題研究では、土砂災害防止対策に関する課題をテ

ーマ別に班で討議し、全体討議の場で成果を発表することにより、問題解決・

企画立案能力の向上を図ります。 

「全体討議風景例（令和４年度）」 

 

   

研修参加者の声 
○土砂災害に関する内容について、基本的事項や業務であまりやっていない部分を含めて丁寧な説明で分かり
易かった。 

○他機関の研修員との意見交換により、色々な取組事例や考え方を知ることが出来て今後の業務遂行の参考と
なった。 

募集状況については、国土交通省ホームページ「国土交通大学校からのお知らせ」にも記載しておりま
すので、ご覧ください。（https://www.mlit.go.jp/page/kanbo01_hy_008884.html） 

※ 新型コロナウィルスの感染状況によっては、実施手法を変更して研修を行うことがあります。 

※ 集合研修では、徹底した感染防止対策を講じ、安全・安心に研修を受講できる環境を整えています。 

班別討議を通じて、課題解決・企画立案やプレ

ゼンテーションの能力を磨くことができます。 


